
 

 

 

 

 だんだん暖かい日が増え、春が近づいてくるのを感じます。１年生やなか

よし学級の児童たちが植えたチューリップも顔を出し始めました。植物の開

花に触れ、季節を感じることで、心が癒されたりリフレッシュできたりしま

す。天気の良い日は外に出て、たくさんの花が咲く春を楽しんでみましょう。 

卒業して中学生になる６年生の皆さんも、新しい学年に進級する皆さんも、

４月から新しいスタートが切れるように、今から準備を始めましょうね。 

３月３日は「耳の日」です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市立中島小学校 保健室 

家庭数 

令和６年３月１日 



メディアと上手につき合おう 

４月から進級・進学し、新しい生活が始まります。安全のために子どもにキッズケー

タイを持たせたいという話や、中学では部活の連絡がラインだという話も聞きます。現

代では、我々大人も子どもたちも、パソコンやスマホ、タブレットなどのメディアを上

手に使いこなす術が求められています。保護者の皆さんもお子さんとメディアの与え

る影響や上手な使い方について話し合っていただければと思います。 

持たせるときに おうちの人にしてほしいこと ～スマートフォン～  

 「スマホが欲しい」と言われたら、なぜ必要なのか、何がしたいのか（電話・メール・ネット・Ｓ

ＮＳなど）を話し合いましょう。スマホを持たせる前に、使用目的を明確にし、トラブルに巻き込ま

れたり依存症になったりしないよう、使うためには十分気をつけなければならないことを伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホによるトラブルを抱えていないか、 

日頃から気にかけましょう 

○●○トラブル早期発見のサイン○●○ 

 ・スマホを片時も離さない 

 ・落ち着きがなくなってきた 

 ・スマホを頻繁にチェックしている 

 ・イライラしている、口調がきつい 

 ・睡眠不足になっている 

  ・食欲が落ちた、元気がない 

 ・成績が落ちてきた 

 ・表情が暗い、ふさぎ込んでいる 

 ・学校に行きたがらなくなった 

 ・会話が減ってきた 

 ・からだの不調を訴えることが増えた 

・妙に明るく振る舞っている、ひょうきんになった など 

 早期発見のポイントは、子どもの様子が「いつもと違う」ということです。気になる様子があった

ら、親子で話し合い問題を解決することが必要です。 

参考資料：「子どもが危ない！スマホ社会の落とし穴」「子どものネット依存とゲーム障害」 

１ルールを決めておく 

使い方・時間帯・使う場所・利用料金

の範囲などのルールを決めましょう。 

２スマホの機能を 

保護者も確認する 

持たせる機種で何ができるのかを把

握しておきます。時間制限やフィルタ

リングの機能も利用しましょう。 

３利用の仕方を 

定期的に確認する 

どのような使い方をしているのか、Ｓ

ＮＳやネットの利用はどのくらいな

のかなど定期的に確認しましょう。 

４依存症にならないように注意する 

ＳＮＳなどのやりとりが目立つとき、肌身離さずいつも持ち歩いているとき、お風呂やトイレにまで持ち込んでいるとき、

深夜遅くまで使っているようなときには、子どもとよく話し合って、使い方を見直します。 


